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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　a)　0.5(w/w)%～30.0(w/w)%の範囲で存在する溶媒であって、D-リモネン及びヒマワリ
油メチルエステルのいずれか1種又は組合せを含む前記溶媒、
　　　1.0(w/w)%～8(w/w)%の範囲で存在する微粒子状洗浄剤、
　　　0.5(w/w)%～30.0(w/w)%の範囲で存在する界面活性剤、
　　　0.01(w/w)%～5.00(w/w)%の範囲で存在するスキンコンディショナー、及び
　　　1.5(w/w)%～1.7(w/w)%の範囲で存在する非ニュートン性増粘剤、及び
　　　水
を含む構成成分を含み、且つ
　b)　非ニュートン性増粘剤が、粒子含有発泡性組成物が機械的洗浄剤含有ハンドクレン
ザーを分配可能な非エアゾール式泡ディスペンサーから泡として分配可能であるように、
粒子含有発泡性製剤に、30dyne/cm2以上の臨界歪み力、及び500cP～4000cPの範囲の粘度
を付与するように選択され、
　界面活性剤が、
　i)単独で存在するなら、1(w/w)%～20(w/w)%の範囲で存在するアニオン性界面活性剤、
　ii)単独で存在するなら、0.5(w/w)%～5.0(w/w)%の範囲で存在する両性界面活性剤、
　iii)単独で存在するなら、0.5(w/w)%～20(w/w)%の範囲で存在する非イオン性界面活性
剤
のいずれか1種又は組合せを含み、
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　存在する界面活性剤の総量が、0.5(w/w)%～30.0(w/w)%の範囲にある、
粒子含有発泡性組成物。
【請求項２】
　アニオン性界面活性剤が、ラウリルエーテル硫酸塩、スルホコハク酸塩、カルボン酸塩
、アルキル硫酸塩、アルキル及びアルキル-アリールスルホン酸塩、スルホコハク酸塩、
イセチオン酸塩、タウリン塩、アシルグルタミン酸塩、サルコシン塩、ラウリルグルコー
スカルボン酸ナトリウムからなる群から選択される、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　両性界面活性剤が、ベタイン、アシルエチレンジアミン、アミノ酸誘導体、イミダゾリ
ンのいずれか1種又は組合せである、請求項1に記載の組成物。
【請求項４】
　両性界面活性剤が、アシルアンホ酢酸塩、アシルアンホ二酢酸塩、アシルアンホジプロ
ピオン酸塩、ココグリシン酸ナトリウム、アルキルイミノジプロピオン酸ナトリウム、コ
カミドプロピルベタイン、ココアンホ酢酸ナトリウムのいずれか1種又は組合せである、
請求項1に記載の組成物。
【請求項５】
　前記ベタインが、ココベタイン及びコカミドプロピルベタインからなる群から選択され
る、請求項3に記載の組成物。
【請求項６】
　非イオン性界面活性剤が、グルコシド、エトキシル化脂肪アルコール、エトキシル化脂
肪酸、ショ糖エステル、ソルビタンエステル、アルカノールアミド、グリセロールアルキ
ルエステル、及びポリオキシエチレングリコールアルキルフェノールエーテルのいずれか
1種又は組合せである、請求項1に記載の組成物。
【請求項７】
　溶媒が、グリコールエーテル、エステル、アルコール、D-リモネン以外のテルペン、芳
香族非含有ホワイトスピリットのいずれか1種又は組合せをさらに含み、且つ存在する溶
媒の総量が、0.5(w/w)%～30.0(w/w)%の範囲にある、請求項1から6のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項８】
　微粒子状洗浄剤が、植物をベースにした洗浄剤、合成品をベースにした洗浄剤、及び鉱
物をベースにした洗浄剤のいずれか1種又は組合せであり、且つ洗浄剤が、100ミクロン～
800ミクロンの範囲の大きさを有する、請求項1から7のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　植物をベースにした洗浄剤が、コーンミール、オリーブ核(olive stone)、クルミ殻、
摩砕果物核、摩砕コーンミール、摩砕果物殻のいずれか1種又は組合せである、請求項8に
記載の組成物。
【請求項１０】
　合成品をベースにした洗浄剤が、ポリエチレン及びポリプロピレンのいずれか1種又は
組合せである、請求項8に記載の組成物。
【請求項１１】
　鉱物をベースにした洗浄剤が、摩砕貝殻、軽石及びシリカのいずれか1種又は組合せで
ある、請求項8に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記スキンコンディショナーが、アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、カチ
オン性界面活性剤、両性界面活性剤、カチオン性ポリマー、四級化ガム、及びポリオール
のいずれか1種又は組合せである、請求項1から11のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記ポリオールが、グリセリン及びポリグリセリン-6、プロピレングリコール、ソルビ
トール、マンニトール、エリトリトール、キシリトール、アラビトール、リビトール、ズ
ルシトール、ラクチトール、並びにマルチトールのいずれか1種又は組合せである、請求
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項12に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記増粘剤が、合成ポリマー及び天然増粘剤のいずれか1種又は組合せである、請求項1
から13のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記合成ポリマーが、アクリレートコポリマーからなる群から選択される、請求項14に
記載の組成物。
【請求項１６】
　前記合成ポリマーが、アクリレート/C10～30アルキルアクリレートクロスポリマー、カ
ルボマー及びこれらの組合せからなる群から選択される、請求項14に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記天然増粘剤が、キサンタンガム、グアーガム、四級化グアーガム、アルギン酸塩、
ベントナイト、及びヒュームドシリカからなる群から選択される、請求項14に記載の組成
物。
【請求項１８】
　0.01(w/w)%～1.0(w/w)%の範囲で存在する酸化防止剤を含む、請求項1から17のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記酸化防止剤が、ブチルヒドロキシトルエン(BHT)、ブチルヒドロキシアニソール、1
,2-ジヒドロキシベンゼン、p-クマリン酸、コーヒー酸、亜硫酸ナトリウム、ピロ亜硫酸
ナトリウム、フェルラ酸、チロソール、ケルセチン、クロロゲン酸、オレウロペインヒド
ロキシチロソール、アスコルビン酸、フェノール酸、没食子酸プロピル、α-トコフェロ
ール、β-トコフェロール、γ-トコフェロール、δ-トコフェロール、及びテトラジブチ
ルヒドロキシヒドロケイヒ酸ペンタエリスリチルのいずれか1種又は組合せである、請求
項18に記載の組成物。
【請求項２０】
　粒子含有泡の製造及び分配方法であって、
　分配の間に空気を粒子含有発泡性組成物と低圧条件下で混合して粒子含有泡を形成する
ように構成されたディスペンサーポンプを有する非加圧容器から粒子含有発泡性組成物を
分配することを含み、
　粒子含有発泡性組成物が、
　a)　0.5(w/w)%～30.0(w/w)%の範囲で存在する溶媒であって、D-リモネン及びヒマワリ
油メチルエステルのいずれか1種又は組合せを含む前記溶媒、
　　　1.0(w/w)%～8(w/w)%の範囲で存在する微粒子状洗浄剤、
　　　0.5(w/w)%～30.0(w/w)%の範囲で存在する界面活性剤、
　　　0.01(w/w)%～5.00(w/w)%の範囲で存在するスキンコンディショナー、及び
　　　1.5(w/w)%～1.7(w/w)%の範囲で存在する非ニュートン性増粘剤、及び
　　　水
を含む構成成分を含み、
　b)　非ニュートン性増粘剤が、粒子含有発泡性組成物が非加圧式泡ディスペンサーから
泡として分配可能であるように、粒子含有発泡性組成物に、30dyne/cm2以上の臨界歪み力
、及び500cP～4000cPの範囲の粘度を付与するように選択され、
　界面活性剤が、
　i)単独で存在するなら、1(w/w)%～20(w/w)%の範囲で存在するアニオン性界面活性剤、
　ii)単独で存在するなら、0.5(w/w)%～5.0(w/w)%の範囲で存在する両性界面活性剤、
　iii)単独で存在するなら、0.5(w/w)%～20(w/w)%の範囲で存在する非イオン性界面活性
剤
のいずれか1種又は組合せを含み、
　存在する界面活性剤の総量が、0.5(w/w)%～30.0(w/w)%の範囲にある、方法。
【請求項２１】
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　予め決められた量の空気を加圧下で、出口から上流に配置されたミクロ多孔性エアスパ
ージングエレメントの第1側に導入すること、
　空気の導入と同時に、空気の粒子含有発泡性組成物に対する比率が粒子含有発泡性組成
物に対してより大きな空気の割合を有するように、予め決められた量の前記粒子含有発泡
性組成物を加圧下で、前記出口から上流に配置されたミクロ多孔性エアスパージングエレ
メントの第2側上に配置された混合室の粒子含有発泡性組成物入口に導入すること、
　空気を、ミクロ多孔性スパージングエレメントを通して混合室中に押しやって、複数の
気泡を形成すること、
　混合室内で複数の気泡及び粒子含有発泡性組成物を混合し、それによって粒子含有泡を
作り出すこと、並びに
　ショットで粒子含有泡を混合室から前記出口を通して使用者に分配することを含む、請
求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　空気が予め決められた量で導入され、且つ粒子含有発泡性組成物が予め決められた量で
導入される、請求項21に記載の方法。
【請求項２３】
　非エアゾール式泡ディスペンサーから泡として分配するための、請求項1～19のいずれ
か一項に記載の組成物。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、粒子含有泡ディスペンサーのための製剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現今、家庭から離れたスキンケア市場を構成する3種の範疇のハンドクレンザーが存在
する。それらは、ローション型石鹸、機械的洗浄剤(mechanical scrubber)を懸濁させた
ローション型石鹸、及び泡型石鹸である。ローション型石鹸は、一般に、石鹸ディスペン
サーのポンプ又はボトルトップ型ポンプから分配される。機械的洗浄剤を含むローション
型石鹸も、類似の装置を介して分配される。発泡性石鹸は、空気と液体を一緒に多孔性媒
体を通して混合して泡を作り出す特殊なポンプから分配される。
【０００３】
　ハンドクレンザーは、長年、方々に存在していた。これらの部類の石鹸における成分の
組合せを指定して、広範な範囲の洗浄特性を達成することができる。この形態の石鹸の粘
度は、5,000～30,000cPの範囲にあり、一般には、使用者の手で容易に扱えるか、ポンプ
を介して汲み出せるように調整される。
【０００４】
　機械的洗浄剤を添加すると、ローション型石鹸の洗浄性能を高めることができる。機械
的洗浄剤を懸濁させたローション型石鹸は、下限において基本的なローション型石鹸のそ
れに比べてより高い粘度範囲を有する傾向がある。洗浄する上での利点を提供するのに適
した大きさの機械的洗浄剤を懸濁させるための構造を提供するために、これらの製剤は、
また、非ニュートン性のレオロジー挙動を伴うか伴わない30dyne/cm2以上の臨界歪み力(
又は降伏値)を、より詳細には、塑性又はチキソトロピー特性(偽塑性流体はこの要件から
除外される)を有さなければならない。この形態の石鹸のレオロジーは、好ましくは30dyn
e/cm2以上である臨界歪み力を有する粘塑性流体(Casson又はBingham流体、或いはダイラ
タント、チキソトロピー又はレオペクチック流体)でなければならない。臨界歪み力は、
流動開始前に印加しなければならないその応力として定義され、粘度に関連するが、その
力は、使用されるレオロジー添加剤の特性により多く依存する。臨界歪み力は、伝統的に
、ブルックフィールド粘度計を使用して、2種の速度で材料の粘度を測定することによっ
て求められてきた。軸の回転速度が増加するにつれて、ずり減粘を受ける材料はより低い
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粘度測定値を与える。
【０００５】
　石鹸の臨界歪み力又は必要とされる降伏値は、次のように計算することができる:
降伏値(dyne/cm2)=(V0.5rpm-V1rpm)/100
所要降伏値(dyne/cm2)=[4/3R(D-Do)g]
ここで、
R=粒子半径(cm)
D=粒子密度(g/cm3)　　Do=媒体密度(g/cm3)
g=重力による加速度=980cm/s2

【０００６】
　発泡性ハンドクレンザーは、ローション型ハンドクレンザーに優る多くの利点を提供す
る。発泡型製品は、泡立った形態で使用者の手の中に送達されるので、使用するのがより
迅速でより容易である。泡型ハンドクレンザーは、ローション型ハンドクレンザーに比べ
てより効果的に拡がり、より少ない製品でより良好な洗浄性能を提供する。発泡性ハンド
クレンザーは、既に泡立っており、洗浄過程で必要とされる水がより少なく、使用者は、
より少ない時間で自分の手を洗浄することができる。この形態のハンドクレンザーの粘度
範囲は、100cP未満であり、多孔性媒体を通って空気と容易に混合されてポンプから泡を
発生するように調整される。
【０００７】
　泡型石鹸の特徴は、それらが、洗浄する上での利点を提供するのに十分な大きさの機械
的洗浄剤を懸濁させる能力に欠けることにある。最近の泡ポンプ技術は、空気と液体とを
一緒に混合し、それらを多孔性媒体を通過させて泡を形成する。多孔性媒体は、一般に、
極めて微細であり、機械的洗浄剤を篩い分ける。
【０００８】
　最近、機械的洗浄剤を含む泡形態のハンドクレンザーを、非エアゾール式分配システム
を介して分配する能力のある新たな部類のポンプが、開発されている(米国特許第8,002,1
51号及び同第8,281,958号を参照されたい)。このポンプは、ハンドクレンザーの新たな範
疇を作り出すことを可能にしている。この範疇は、機械的洗浄剤を含む発泡性ハンドクレ
ンザーである。この新たな範疇は、機械的洗浄剤によって提供される洗浄性能の高められ
た発泡性ハンドクレンザーに付随するすべての利点を強化することを可能にする。それに
もかかわらず、適切なハンドクレンザーに対する要求が残っている。
【０００９】
　したがって、粒子の大きさが約100ミクロン～約800ミクロンの微粒子状の機械的洗浄剤
を懸濁させることができ、大きな剪断速度に暴露されると粘度が低下し、且つ非エアゾー
ル式又は非加圧式のポンプ式ディスペンサーを介して発泡する能力のあるハンドクレンザ
ーを製剤化することができれば、極めて有益であろう。
【００１０】
　製剤があまりにサラサラであると、機械的洗浄剤は懸濁液から沈降する。製品があまり
に粘いと、製剤を発泡させるのに必要とされる力の量があまりにも大きくなり、ディスペ
ンサーの使用者に対して過度の操作力及び貧弱な品質の泡をもたらす。
【００１１】
　従来技術は、空気と混合され、非エアゾール式ディスペンサーから空気とともに分配さ
れた場合に、泡を生じさせるための製剤の必要条件を獲得していない。従来技術からの想
定は、それが石鹸であるので、自然に発泡することである。このことは、機械的操作(手
での擦り合わせ)が行われるならその通りである可能性があるが、製剤が所望の特性を有
さないなら、その製剤は、非エアゾール式ポンプを介して満足できる泡を作り出すことは
ない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１２】
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　本明細書では、粒子含有泡ディスペンサーのための製剤が提供される。粒子含有発泡性
組成物の実施形態は、約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲で存在する溶媒を含む構成成分
を含み、ここで、該溶媒は、D-リモネン及びヒマワリ油メチルエステルのいずれか1種又
は組合せを含む。製剤は、約1.0(w/w)%～約8(w/w)%の範囲で存在する微粒子状洗浄剤を含
む。約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲で存在する界面活性剤、0.01(w/w)%～約5.00(w/w)
%の範囲で存在するスキンコンディショナー、約0.05(w/w)%～約10(w/w)%の範囲で存在す
る非ニュートン性増粘剤、及び水が含められる。非ニュートン性増粘剤は、粒子含有発泡
性組成物が非エアゾール式泡ディスペンサーから泡として分配可能であるように、粒子含
有発泡性製剤に、約30dyne/cm2以上の臨界歪み力、約500cP～約4000cPの範囲の粘度を付
与するように選択される。
【００１３】
　本開示はまた、粒子含有泡の製造及び分配方法であって、
空気を粒子含有発泡性組成物と低圧条件下で分配の間に混合して、粒子含有泡を形成する
ように構成されたディスペンサーポンプを有する非加圧容器から粒子含有発泡性組成物を
分配することを含み、
該粒子含有発泡性組成物が、
a)　約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲で存在する溶媒であって、D-リモネン及びヒマワ
リ油メチルエステルのいずれか1種又は組合せを含む前記溶媒、
約1.0(w/w)%～約8(w/w)%の範囲で存在する微粒子状洗浄剤、
約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲で存在する界面活性剤、
0.01(w/w)%～約5.00(w/w)%の範囲で存在するスキンコンディショナー、及び
約0.05(w/w)%～約10(w/w)%の範囲で存在する非ニュートン性増粘剤、及び
水
を含む構成成分を含み、
b)　非ニュートン性増粘剤は、前記粒子含有発泡性組成物が非加圧式泡ディスペンサーか
ら泡として分配可能であるように、粒子含有発泡性組成物に、約30dyne/cm2以上の臨界歪
み力、約500cP～約4000cPの範囲の粘度を付与するように選択される、方法を提供する。
【００１４】
　本開示の実用的で有利な態様のさらなる理解は、以下の詳細な説明及び図面を参照する
ことによって実現できる。
【００１５】
表の簡単な説明
　これより、図面を参照して、単なる例として実施形態を説明する。
　表1は、本発明による粒子含有泡ディスペンサーのための製剤を製造するのに使用でき
る広範なクラスの構成成分を示す。
　表2は、典型的な製剤を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本開示の種々の実施形態及び態様を、以下で考察される項目を参照して説明する。以下
の説明及び図面は、本開示の例示であって、本開示を限定するものと解釈してはならない
。本開示の種々の実施形態の完全な理解を提供するために、多くの具体的項目が説明され
る。しかし、特定の例では、本開示の実施形態の簡潔な考察を提供するために、周知の又
は通常的な項目については説明しない。
【００１７】
定義
　本明細書中で使用する場合、用語「含む」及び「含んでいる」は、包括的且つオープン
エンドであり、排他的ではないと解釈されたい。具体的には、請求項を含め本明細書中で
使用する場合、用語「含む」及び「含んでいる」及びその変形語は、指定された特徴、ス
テップ又は構成要素を包含することを意味する。これらの用語は、他の特徴、ステップ又
は構成要素の存在を排除すると解釈してはならない。
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【００１８】
　本明細書中で使用する場合、用語「典型的な」又は「例」は、「例、事例、又は例示と
して役立つこと」を意味し、本明細書に開示のその他の構成に優って好ましい又は有利で
あると解釈してはならない。
【００１９】
　本細書中で使用する場合、用語「約」及び「ほぼ」は、粒子の寸法範囲、混合物の組成
、又はその他の物理的特性若しくは特徴と一緒に使用される場合、平均では寸法のほとん
どが条件を満たすが、統計的には寸法がこの領域の外に存在する可能性がある実施形態を
排除しないように、寸法範囲の上限及び下限中に存在できるわずかな変動を包含すること
を意味する。それは、このような実施形態を本開示から排除することを意図するものでは
ない。
【００２０】
　本明細書中で使用する場合、句「非ニュートン性増粘剤(thickener)」又は「非ニュー
トン性増粘剤(thickening agent)」は、流体の粘度(変形又は剪断力に対する抵抗性)が、
剪断応力によって、及び/又はこの力が印加される時間によって影響される範疇の流体を
意味する。
【００２１】
　本明細書中で使用する場合、句「臨界歪み力」(「降伏値」とも呼ばれる)は、レオロジ
ーで使用される用語を指し、ここで、該「臨界歪み力」は、粘性流れを誘発するために材
料に印加しなければならない最小の力である。臨界歪み力は、測定可能な量(dyne/cm2で
表現される)である。より詳細には、双方の句は、行使された特定の力(臨界歪み力)まで
、粘弾性材料が「固体様」又は「弾性」特性を示す、すなわちそれは正味の流れを有さな
いという、同一の現象を指している。臨界歪み力を超えると(又は「降伏値」を超えると)
、同じ材料は、粘性特性を示し、すなわちそれは流動する。
【００２２】
　例として、流体中に懸濁されたビーズ(本文脈中の微粒子状洗浄粒子)の場合、懸濁され
たビーズによって付与される歪み力が臨界歪み力未満(又は降伏値未満)である限り、ビー
ズは、懸濁状態で長い間留まる。それらのビーズが臨界歪み(又は降伏値)より大きな力を
行使するなら、それらは時間と共に移動し、流体の頂部に浮遊するか、底に沈降する。
【００２３】
　本明細書中で使用する場合、「非エアゾール式ディスペンサー」又は「非加圧式ディス
ペンサー」は、ハンドクレンザー内で泡構造を作り出すための気体源として貯蔵される噴
射剤を有さないディスペンサーを意味する。
【００２４】
　「泡」は、本明細書中で使用する場合、可変の時間長で持続する構造を有する小さな気
泡の集団を形成するために混合された液体及び気体を意味する。
【００２５】
　泡を生じさせる文脈中の句「低圧」は、本明細書中で使用する場合、非加圧容器から泡
を分配する場合のように、おおよそ大気圧以下の圧力を意味する。典型的には、泡がエア
ゾール容器から分配される場合、泡は、高「圧力」条件下で分配されているとみなされる
。
【００２６】
　本開示は、皮膚用クレンザーを提供し、該皮膚用クレンザーは、約100～約800ミクロン
の範囲の大きさを有する機械的洗浄粒子を懸濁させることができ、大きな剪断速度に暴露
すると粘度が低下し、且つ非エアゾール式(非加圧式)ポンプを介して発泡する能力のある
粒子含有発泡性組成物である。
【００２７】
　製剤があまりにサラサラで(粘度があまりに低く)、且つニュートン性レオロジー挙動を
有するなら、機械的洗浄剤は、懸濁液から沈下する。製品があまりに粘い(あまりに粘性)
であると、製剤を発泡させるのに必要な力の量があまりに大きくなり、ディスペンサーの
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使用者に対して過度の操作力及び貧弱な品質の発泡結果をもたらす。
【００２８】
　界面活性剤が存在すると、それは自然に発泡することが、この分野で想定される。しか
し、界面活性剤の存在は必要条件ではあるが、本発明者らは、微粒子状洗浄剤が存在する
場合、それは、泡を得るための十分条件ではないことを見出した。第1に、流体は、空気
を含むようになる能力がなければならず、第2に、それは、流体膜で分割された同伴気泡
を安定化する能力がなければならない。適切な濃度の界面活性剤の存在は、流れ出す力に
対抗し、それゆえ膜厚を維持し、つぶれを避けるように作用する表面張力の勾配を設定す
ることにより、流体膜を安定化する手段を提供することによって、これらの要件の2番目
を広範に満足させる。
【００２９】
　しかし、界面活性剤の単独での存在は、ポンプによって提供される条件下で(すなわち
、過度の力を必要としないで)空気と混合することを可能にするために、流体の粘度が十
分に低いことを必要とする第1の要件を満たさない。流体があまりに粘性であると、空気
は、混ざらず、それゆえ、気泡は生じない(そのうえ、泡として安定化できない)。この問
題は、効率的な混合したがって泡の形成を可能にするために、且つまた静止時に流体中に
粒子を懸濁させるのに寄与するために、十分低い粘度の流体を提供することに関して最も
重要である。
【００３０】
構成要素
溶媒
　さらに、溶媒は、水性(水)及び非水性の構成成分を含むことができる。非水性溶媒は、
D-リモネン及びヒマワリ油メチルエステルの一方又は双方である。添加できるその他の任
意選択の溶媒としては、グリコールエーテル、エステル、アルコール、D-リモネン以外の
テルペン、芳香族非含有ホワイトスピリットのいずれか1種又は組合せが挙げられる。組
成物中に存在する非水性溶媒の総量は、約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲にある。水は
、組成物全体を100(w/w)%重量にするための差を満たす量で存在する。
【００３１】
洗浄剤
　微粒子状洗浄剤は、植物をベースにした洗浄剤、合成品をベースにした洗浄剤、及び鉱
物をベースにした洗浄剤のいずれか1種又は組合せであり、粒子は、約100ミクロン～約80
0ミクロンの範囲、又は約200ミクロン～約700ミクロンの範囲、若しくは約300ミクロン～
約500ミクロンの範囲の大きさを有する。粒子は、この範囲の任意の大きさを有するか、1
00ミクロン～800ミクロンより狭い任意の範囲にあることができ、或いは組成物中に存在
するこの広範な範囲の任意の大きさの粒子の混合物でよい。植物をベースにした洗浄剤は
、コーンミール、オリーブ核(olive stone)、クルミ殻、摩砕果物核、摩砕コーンミール
、摩砕果物殻のいずれか1種又は組合せでよい。合成品をベースにした洗浄剤は、ポリエ
チレン及びポリプロピレンのいずれか1種又は組合せでよい。鉱物をベースにした洗浄剤
は、摩砕貝殻、軽石及びシリカのいずれか1種又は組合せでよい。存在する微粒子状洗浄
剤は、約1.0(w/w)%～約8(w/w)%の範囲で存在する。
【００３２】
界面活性剤
　界面活性剤は、i)単独で存在するなら、約1(w/w)%～約20(w/w)%の範囲で存在するアニ
オン性界面活性剤、ii)単独で存在するなら、約0.5(w/w)%～約5.0(w/w)%の範囲で存在す
る両性界面活性剤、iii)単独で存在するなら、約0.5(w/w)%～約20(w/w)%の範囲で存在す
る非イオン性界面活性剤のいずれか1種又は組合せを含むことができる。界面活性剤がi)
、ii)又はiii)の2種以上の任意の組合せであるなら、界面活性剤の総量も、約0.5(w/w)%
～約30.0(w/w)%の範囲で存在する。
【００３３】
i)両性界面活性剤
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　両性界面活性剤は、ベタイン、アシルエチレンジアミン、アミノ酸誘導体、イミダゾリ
ン類のいずれか1種又は組合せでよい。或いは、両性界面活性剤は、アシルアンホ酢酸塩
、アシルアンホ二酢酸塩、アシルアンホジプロピオン酸塩、ココグリシン酸ナトリウム、
アルキルイミノジプロピオン酸ナトリウム、コカミドプロピルベタイン、ココアンホ酢酸
ナトリウムのいずれか1種又は組合せでよい。
【００３４】
　ベタインは、ココベタイン及びコカミドプロピルベタインのいずれか1種又は組合せで
よい。
【００３５】
ii)非イオン性界面活性剤
　非イオン性界面活性剤は、グルコシド、エトキシル化脂肪アルコール、エトキシル化脂
肪酸、ショ糖エステル、ソルビタンエステル、アルカノールアミド、グリセロールアルキ
ルエステル、ポリオキシエチレングリコールアルキルフェノールエーテルのいずれか1種
又は組合せでよい。
【００３６】
iii)アニオン性界面活性剤
　アニオン性界面活性剤は、ラウリル硫酸塩、ラウリルエーテル硫酸塩、スルホコハク酸
塩、カルボン酸塩(すなわち、オレイン酸ナトリウム)、カルボン酸エステル(すなわち、
ジラウレスクエン酸ナトリウム)、アルキル硫酸塩(すなわち、ラウリルエーテル硫酸ナト
リウム、アルキル硫酸アンモニウム、アルキル及びアルキル-アリールスルホン酸塩(すな
わち、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム)、スルホコハク酸塩(すなわち、ラウリル
エーテルスルホコハク酸二ナトリウム)、イセチオン酸塩(すなわち、ココイルイセチオン
酸ナトリウム、ココイルイセチオン酸アンモニウム)、タウリン塩(すなわち、ココイルメ
チルタウリンナトリウム、オレオイルメチルタウリンナトリウム)、アシルグルタミン酸
塩(すなわち、ラウロイルグルタミン酸ナトリウム、ココイルグルタミン酸ナトリウム、
ココイルグルタミン酸二ナトリウム)、サルコシン塩(すなわち、ココイルサルコシン塩)
、アルキルポリグルコシド(すなわち、デシルグルコシド、ラウリルグルコースカルボン
酸ナトリウム、カプリリル/カプリルグルコシド)のいずれか1種又は組合せでよい。
【００３７】
スキンコンディショナー
　スキンコンディショナーは、ポリオール、アニオン性界面活性剤(例:メチルグルセス-2
0、ラウレスカルボン酸ナトリウム、キシリチルグルコシド、ココイルグルタミン酸ナト
リウム、ココイルグリシン酸ナトリウム)、非イオン性界面活性剤(例:PEGヒマシ油、PEG
ジメチコン、ヤシ油脂肪酸グリセレス)、カチオン性界面活性剤(例:コカミドプロピルベ
タインアミドmeaクロリド、コカミドプロピルpgジモニウムクロリドリン酸塩)、両性界面
活性剤(例:ラウラミンオキシド、ウンデシレンアミドプロピルベタイン、ココアンホ酢酸
ナトリウム)、カチオン性ポリマー、四級化ガム、及びポリオールのいずれか1種又は組合
せである。
【００３８】
　ポリオールは、グリセリン及びポリグリセリン-6、プロピレングリコール、ソルビトー
ル、マンニトール、エリトリトール、キシリトール、アラビトール、リビトール、ズルシ
トール、ラクチトール、並びにマルチトールのいずれか1種又は組合せでよい。
【００３９】
　スキンコンディショナーは、0.01(w/w)%～約5.00(w/w)%の範囲で存在する。
【００４０】
非ニュートン性増粘剤
　非ニュートン性増粘剤は、粒子含有発泡性組成物が非エアゾール式泡ディスペンサーか
ら泡として分配可能であるように、粒子含有発泡性組成物に、約30dyne/cm2以上の臨界歪
み力、及び約500cP～約4000cP、好ましくは約1000cP～約3000cP、最も好ましくは約2000c
P～約2500cPの範囲の粘度を付与するように選択される。
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【００４１】
　非ニュートン性増粘剤は、合成ポリマー及び天然増粘剤のいずれか1種又は組合せでよ
い。合成ポリマーは、アクリレートコポリマー類からなる群から選択することができる。
合成ポリマーは、アクリレート/C10～30アルキルアクリレートクロスポリマー及びカルボ
マーのいずれか1種又は組合せでよい。
【００４２】
　天然増粘剤は、キサンタンガム、グアーガム、四級化グアーガム、アルギン酸塩、ベン
トナイト、及びヒュームドシリカのいずれか1種又は組合せでよい。
【００４３】
　非ニュートン性増粘剤は、約0.05(w/w)%～約10(w/w)%の範囲で存在する。
【００４４】
酸化防止剤
　酸化防止剤は、d-リモネン(酸化されると、感作物質になる)の酸化の危険を限定するた
めに含められる製剤中に含めることができる。酸化防止剤としては、限定はされないが、
ブチルヒドロキシトルエン(BHT)、ブチルヒドロキシアニソール、1,2-ジヒドロキシベン
ゼン、p-クマリン酸、コーヒー酸、亜硫酸ナトリウム、ピロ亜硫酸ナトリウム、フェルラ
酸、チロソール、ケルセチン、クロロゲン酸、オレウロペインヒドロキシチロソール、ア
スコルビン酸、フェノール酸、没食子酸プロピル、α-トコフェロール、β-トコフェロー
ル、γ-トコフェロール、δ-トコフェロール、テトラジブチルヒドロキシヒドロケイヒ酸
ペンタエリスリチルを挙げることができる。酸化防止剤は、約0.01(w/w)%～1.0(w/w)%の
範囲の量で存在することができる。
【００４５】
非エアゾール式、非加圧式ポンプ
　使用できる有用な非エアゾール式、非加圧式ポンプは、参照によりその全体で本明細書
に組み込まれる、米国特許第8,002,151号及び同第8,281,958号中に開示されている。本発
明の粒子含有発泡性組成物を分配するために使用される非加圧容器は、粒子含有組成物及
び空気が分配用部品(複数可)の機械的作動によって混合室中に導入されると、圧力を発生
し、且つこの機械的作動は、使用者が分配用部品(複数可)を作動させることによって、又
はセンサーが使用者の存在を検知した場合に分配用部品(複数可)を作動させることによっ
て開始することができる。
【００４６】
　このような非加圧式ポンプを使用して、本開示は、粒子含有泡の調製及び分配方法を提
供する。該方法は、空気の粒子含有発泡性組成物に対する比率が粒子含有発泡性組成物に
対する空気の割合がより大きくなるように、予め決められた量の空気を加圧下に、出口か
ら上流に配置されたミクロ多孔性エアスパージングエレメントの第1側に導入すること、
一方空気の導入と同時に、予め決められた量の粒子含有発泡性組成物を加圧下に、出口か
ら上流に配置されたミクロ多孔性エアスパージングエレメントの第2側上に配置された混
合室の粒子含有発泡性組成物入口に導入することを含む。該方法は、空気を、ミクロ多孔
性スパージングエレメントを通して混合室中に押しやって複数の気泡を形成すること、及
び混合室内で複数の気泡及び粒子含有発泡性組成物を混合し、それによって粒子含有泡を
作り出すこと、並びにショットで粒子含有泡を混合室から出口を通して使用者に分配する
ことを含む。
【００４７】
　空気は、予め決められた量で導入することができ、粒子含有発泡性組成物は、予め決め
られた量で導入することができる。
【００４８】
　前記具体的実施形態は、例として示されており、これらの実施形態は、種々の修正形態
及び代替形態を許容できることを理解されたい。さらに、特許請求の範囲は、開示される
特定の形態に限定されるものではなく、むしろすべての修正形態、等価形態、及び本開示
の精神及び範囲に含まれる代替形態を包含することを理解されたい。
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【００４９】
【表１】

【００５０】
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【表２】

（付記）
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（付記１）
　a)　約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲で存在する溶媒であって、D-リモネン及びヒマ
ワリ油メチルエステルのいずれか1種又は組合せを含む前記溶媒、
　　　約1.0(w/w)%～約8(w/w)%の範囲で存在する微粒子状洗浄剤、
　　　約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲で存在する界面活性剤、
　　　0.01(w/w)%～約5.00(w/w)%の範囲で存在するスキンコンディショナー、及び
　　　約0.05(w/w)%～約10(w/w)%の範囲で存在する非ニュートン性増粘剤、及び
　　　水
を含む構成成分を含み、且つ
　b)　非ニュートン性増粘剤が、粒子含有発泡性組成物が非エアゾール式泡ディスペンサ
ーから泡として分配可能であるように、粒子含有発泡性製剤に、約30dyne/cm2以上の臨界
歪み力、及び約500cP～約4000cPの範囲の粘度を付与するように選択される、
粒子含有発泡性組成物。
（付記２）
　界面活性剤が、
　i)単独で存在するなら、約1(w/w)%～約20(w/w)%の範囲で存在するアニオン性界面活性
剤、
　ii)単独で存在するなら、約0.5(w/w)%～約5.0(w/w)%の範囲で存在する両性界面活性剤
、
　iii)単独で存在するなら、約0.5(w/w)%～約20(w/w)%の範囲で存在する非イオン性界面
活性剤
のいずれか1種又は組合せを含み、
　存在する界面活性剤の任意の組合せの界面活性剤の総量が、約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)
%の範囲にある、付記1に記載の組成物。
（付記３）
　アニオン性界面活性剤が、ラウリル硫酸塩、ラウリルエーテル硫酸塩、スルホコハク酸
塩、カルボン酸塩(すなわち、オレイン酸ナトリウム)、カルボン酸エステル(すなわち、
ジラウレスクエン酸ナトリウム)、アルキル硫酸塩(すなわち、ラウリルエーテル硫酸ナト
リウム、アルキル硫酸アンモニウム、アルキル及びアルキル-アリールスルホン酸塩(すな
わち、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム)、スルホコハク酸塩(すなわち、ラウリル
エーテルスルホコハク酸二ナトリウム)、イセチオン酸塩(すなわち、ココイルイセチオン
酸ナトリウム、ココイルイセチオン酸アンモニウム)、タウリン塩(すなわち、ココイルメ
チルタウリンナトリウム、オレオイルメチルタウリンナトリウム)、アシルグルタミン酸
塩(すなわち、ラウロイルグルタミン酸ナトリウム、ココイルグルタミン酸ナトリウム、
ココイルグルタミン酸二ナトリウム)、サルコシン塩(すなわち、ココイルサルコシン塩)
、アルキルポリグルコシド(すなわち、デシルグルコシド、ラウリルグルコースカルボン
酸ナトリウム、カプリリル/カプリルグルコシド)からなる群から選択される、付記2に記
載の組成物。
（付記４）
　両性界面活性剤が、ベタイン、アシルエチレンジアミン、アミノ酸誘導体、イミダゾリ
ンのいずれか1種又は組合せである、付記2に記載の組成物。
（付記５）
　両性界面活性剤が、アシルアンホ酢酸塩、アシルアンホ二酢酸塩、アシルアンホジプロ
ピオン酸塩、ココグリシン酸ナトリウム、アルキルイミノジプロピオン酸ナトリウム、コ
カミドプロピルベタイン、ココアンホ酢酸ナトリウムのいずれか1種又は組合せである、
付記2に記載の組成物。
（付記６）
　前記ベタインが、ココベタイン及びコカミドプロピルベタインからなる群から選択され
る、付記4に記載の組成物。
（付記７）
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　非イオン性界面活性剤が、グルコシド、エトキシル化脂肪アルコール、エトキシル化脂
肪酸、ショ糖エステル、ソルビタンエステル、アルカノールアミド、グリセロールアルキ
ルエステル、及びポリオキシエチレングリコールアルキルフェノールエーテルのいずれか
1種又は組合せである、付記2に記載の組成物。
（付記８）
　溶媒が、グリコールエーテル、エステル、アルコール、D-リモネン以外のテルペン、芳
香族非含有ホワイトスピリットのいずれか1種又は組合せをさらに含み、且つ存在する溶
媒の総量が、約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲にある、付記1から7のいずれかに記載の
組成物。
（付記９）
　微粒子状洗浄剤が、植物をベースにした洗浄剤、合成品をベースにした洗浄剤、及び鉱
物をベースにした洗浄剤のいずれか1種又は組合せであり、且つ洗浄剤が、約100ミクロン
～約800ミクロンの範囲の大きさを有する、付記1から8のいずれかに記載の組成物。
（付記１０）
　植物をベースにした洗浄剤が、コーンミール、オリーブ核(olive stone)、クルミ殻、
摩砕果物核、摩砕コーンミール、摩砕果物殻のいずれか1種又は組合せである、付記9に記
載の組成物。
（付記１１）
　合成品をベースにした洗浄剤が、ポリエチレン及びポリプロピレンのいずれか1種又は
組合せである、付記9に記載の組成物。
（付記１２）
　鉱物をベースにした洗浄剤が、摩砕貝殻、軽石及びシリカのいずれか1種又は組合せで
ある、付記9に記載の組成物。
（付記１３）
　前記スキンコンディショナーが、ポリオール、アニオン性界面活性剤、非イオン性界面
活性剤、カチオン性界面活性剤、両性界面活性剤、カチオン性ポリマー、四級化ガム、及
びポリオールのいずれか1種又は組合せである、付記1から12のいずれかに記載の組成物。
（付記１４）
　前記ポリオールが、グリセリン及びポリグリセリン-6、プロピレングリコール、ソルビ
トール、マンニトール、エリトリトール、キシリトール、アラビトール、リビトール、ズ
ルシトール、ラクチトール、並びにマルチトールのいずれか1種又は組合せである、付記1
3に記載の組成物。
（付記１５）
　前記増粘剤が、合成ポリマー及び天然増粘剤のいずれか1種又は組合せである、付記1か
ら14のいずれかに記載の組成物。
（付記１６）
　前記合成ポリマーが、アクリレートコポリマーからなる群から選択される、付記15に記
載の組成物。
（付記１７）
　前記合成ポリマーが、アクリレート/C10～30アルキルアクリレートクロスポリマー、カ
ルボマー及びこれらの組合せからなる群から選択される、付記15に記載の組成物。
（付記１８）
　前記天然増粘剤が、キサンタンガム、グアーガム、四級化グアーガム、アルギン酸塩、
ベントナイト、及びヒュームドシリカからなる群から選択される、付記15に記載の組成物
。
（付記１９）
　約0.01(w/w)%～約1.0(w/w)%の範囲で存在する酸化防止剤を含む、付記1から18のいずれ
かに記載の組成物。
（付記２０）
　前記酸化防止剤が、ブチルヒドロキシトルエン(BHT)、ブチルヒドロキシアニソール、1
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,2-ジヒドロキシベンゼン、p-クマリン酸、コーヒー酸、亜硫酸ナトリウム、ピロ亜硫酸
ナトリウム、フェルラ酸、チロソール、ケルセチン、クロロゲン酸、オレウロペインヒド
ロキシチロソール、アスコルビン酸、フェノール酸、没食子酸プロピル、α-トコフェロ
ール、β-トコフェロール、γ-トコフェロール、δ-トコフェロール、及びテトラジブチ
ルヒドロキシヒドロケイヒ酸ペンタエリスリチルのいずれか1種又は組合せである、付記1
9に記載の組成物。
（付記２１）
　粒子含有泡の製造及び分配方法であって、
　分配の間に空気を粒子含有発泡性組成物と低圧条件下で混合して粒子含有泡を形成する
ように構成されたディスペンサーポンプを有する非加圧容器から粒子含有発泡性組成物を
分配することを含み、
　粒子含有発泡性組成物が、
　a)　約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲で存在する溶媒であって、D-リモネン及びヒマ
ワリ油メチルエステルのいずれか1種又は組合せを含む前記溶媒、
　　　約1.0(w/w)%～約8(w/w)%の範囲で存在する微粒子状洗浄剤、
　　　約0.5(w/w)%～約30.0(w/w)%の範囲で存在する界面活性剤、
　　　0.01(w/w)%～約5.00(w/w)%の範囲で存在するスキンコンディショナー、及び
　　　約0.05(w/w)%～約10(w/w)%の範囲で存在する非ニュートン性増粘剤、及び
　　　水
を含む構成成分を含み、
　b)　非ニュートン性増粘剤が、粒子含有発泡性組成物が非加圧式泡ディスペンサーから
泡として分配可能であるように、粒子含有発泡性組成物に、約30dyne/cm2以上の臨界歪み
力、及び約500cP～約4000cPの範囲の粘度を付与するように選択される、方法。
（付記２２）
　予め決められた量の空気を加圧下で、出口から上流に配置されたミクロ多孔性エアスパ
ージングエレメントの第1側に導入すること、
　空気の導入と同時に、空気の粒子含有発泡性組成物に対する比率が粒子含有発泡性組成
物に対してより大きな空気の割合を有するように、予め決められた量の前記粒子含有発泡
性組成物を加圧下で、前記出口から上流に配置されたミクロ多孔性エアスパージングエレ
メントの第2側上に配置された混合室の粒子含有発泡性組成物入口に導入すること、
　空気を、ミクロ多孔性スパージングエレメントを通して混合室中に押しやって、複数の
気泡を形成すること、
　混合室内で複数の気泡及び粒子含有発泡性組成物を混合し、それによって粒子含有泡を
作り出すこと、並びに
　複数のショットで粒子含有泡を混合室から前記出口を通して使用者に分配することを含
む、付記21に記載の方法。
（付記２３）
　空気が予め決められた量で導入され、且つ粒子含有発泡性組成物が予め決められた量で
導入される、付記22に記載の方法。
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